
地区・団の展開 Ｈ２３年11月26日団委員長・団委員セミナー時、５地区毎表明

掛川袋井地区
組織(組拡)の目標 募集方法 募集目標

チラシ配布と体験集会

磐田地区
組織(組拡)の目標 募集方法 募集目標

各団の専任化 体験集会の企画計画（市教委後援） 全団にビーバー隊の設置
委員会組織の見直し 地域イベントへの参加 カブ隊４人／組×２組確保
リーダー養成プログラムの徹底 幼保小へのＰＲ（チラシ・講演会）
リーダー・保護者間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ促進 スカウト磐田の活用
研修会参加の促進 ＦＭラジオ、新聞の活用
ＢＳ上進ｽｶｳﾄの保護者を野営委員に リーフレットの配布

浜松地区
組織(組拡)の目標 募集方法 募集目標

ＢＶＳ５１人
ＣＳ２７人

公民館祭りに参加（2館）、餅つき大会 BVSを対象
6人

現状組拡委員を確保 体験会年間3回、BV/CS隊集会の見学常時 BVS８人
保護者口コミ活発化 公民館祭り（三方原）参加
組拡委員現状5人維持 体験会→隊集会への誘い（口コミ、チラシ、HP） BVS20人
組拡委員9人目標 チラシレイアウトの工夫 CS5人
組拡委員現状１人維持 体験会春秋年2回＋キャンプや隊集会（口コミ） 10人（CSが主）
組拡委員５人目標 チラシ配布先の拡大。チラシ内容の工夫。明るい説明会
組拡委員現状２人 地域との繋がり強化。公民館祭り。 BVS４人
組拡担当保護者＋２人 通学合宿、体験会最低１回 CS６人

人

兼任１人を専任化 チラシ配布は効果が少ないが、継続。口コミ ６人
（保護者を増やす）
組拡担当幼稚園教諭１人 体験会２回（最低１回）。関所祭り、町運動会に ３人→２年以内に５人

ブース設置（BVS中心）
現組拡（団委員長・各隊長）でＯＫ 口コミ、隊集会の体験。説明会は舞阪のみ新居、雄踏を検討 ＢＶＳ１０人

ＧＳと共存。中学校イベントのプラカード持ち。 ＣＳを含め全体で９０人
幼稚園、保育園の教諭を団委員に勧誘。
救急法教習会を地域の人に呼びかけ

浜松東地区
組織(組拡)の目標 募集方法 募集目標

募集デイキャンプ（野外活動）の模索
特定な日の設定
未

募集を充実させたい
社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを密に
入隊説明会・体験会年３回以上
友情章を活用
入隊説明会・体験会年３回以上
友情章を活用
入隊説明会２・体験会年４回以上
友情章を活用
入隊説明会・体験会年３回以上
地域タイアップ（自主防災～活用）
独自自然体験企画継続、隊説明会１回・
友情章を活用
体験会年随時以上
保護者会への理解

浜北・天竜地区
組織(組拡)の目標 募集方法 募集目標

専任化（できれば２～３人） 「東海地震に備えて」の親子体験
現状は０～１人

団 １人

地区
各団選出５人 スカウトフェアーの開催

１０％増
組拡委員の役割再確認

専任化 地区ＨＰ＋団ＨＰ。チラシ補助各団１万円

浜松1 団委員を増やす

浜松２８

浜松２９

地区方針

地区方針

浜松７

浜松１２

浜松１４

浜松１９

人

６団 未人 人

細江1

浜名１

地区方針 前年登録数を割らない、6ヶ団６３人新規

１１団 1人 １０人

１５団 5人 １０人

２１団 4人 １３人

２２団 6人 １０人

浜北４団 人 ＢＶＳ４人

２４団 現状＋１人 １０人

３０団 ８人 １０人

地区方針 人

浜北１団 人 ＢＶＳ５人

浜北５団 人 ＢＶＳ６人

天竜１団 人 ＢＶＳ10人、ＣＳ５人


